
足
利
三
代
将
軍
義
満
の
造
り
上
げ
た

相
国
寺
大
伽
藍
は
、
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
＿

七
七
）
で
灰
燼
に
帰
し
た
。『
蔭
凉
軒

お
ん
り
ょ
う
け
ん

日
録

に
ち
ろ
く

』
の
空
白
の
十
八
年
間
が
こ
れ

で
あ
る
。

乱
後
の
相
国
寺
内
の
麺
類
の
様
相
は

一
変
す
る
。
索
麺

そ
う
め
ん

も
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

も
、
格
式
、

伝
統
、
形
式
化
し
た
点
心
、
斎と

き

の
膳
か
ら

解
放
さ
れ
独
立
し
た
存
在
と
な
る
。

そ
し
て
、
索
麺
同
様
に
引
き
伸
ば
し

法
で
作
ら
れ
て
い
た
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

が
、
簡
便
、

合
理
的
な
切
断
法
へ
と
変
化
す
る
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』

（
一
四
八
九
年
〈
長
享
三
〉
三
月
十
五
日
条
）

「
三
献
、
切
冷
麺
、
切
叔
破
盞
、
三

献
過
各
帰
院
。」

冷
麺

ひ
や
む
ぎ

が
斎
膳
で
な
く
、
酒
席
の
肴
と

し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
切
冷
麺

と
姿
を
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

切
断
法
に
よ
る
●
帯
麺

て
っ
た
い
め
ん

が
、
禅
林
外

で
も
作
ら
れ
て
い
る
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』

（
一
四
八
九
年
〈
長
享
三
〉
五
月
十
七
日
条
）

「
五
郎
右
衛
門
尉
具
慈
泉
喝
食
来
。

持
明
樽
●
帯
麺
来
。」

五
郎
右
衛
門
と
喝
食

か
っ
し
き

の
慈
泉
が
酒
と

●
帯
麺

て
っ
た
い
め
ん

（
●
革

ひ
も
か
わ

う
ど
ん
）
を
持
っ
て
き

た
と
い
う
。

そ
し
て
、ま
た
切
冷
麺

き
り
ひ
や
む
ぎ

記
述
で
あ
る
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』

（
一
四
八
九
年
〈
長
享
三
〉
七
月
十
四
日
条
）

「
院
主
三
玄
要
引
愚
入
書
院
。
剪
冷

麺
、
羹
一
菓
。
一
瓜
等
。
盃
二
行
。

（
中
略
）。
当
院
衆
相
集
。
冷
麺
各
盞

両
三
返
。愚
依
不
喫
麺
之
故
不
在
座
。

（
中
略
）。
冷
麺
以
前
弁
之
。」

蔭
凉
軒
主
が
、
鹿
苑
院
主

ろ
く
お
ん
い
ん
し
ゅ

に
招
か
れ

た
書
院
で
、
剪き

り（
切
）冷
麺

ひ
や
む
ぎ

と
酒
が
出
さ

れ
る
。
こ
の
後
、
鹿
苑
院
の
僧
た
ち
が

集
ま
る
宴
席
に
招
か
れ
、
ま
た
冷
麺
と

酒
と
な
る
。
こ
れ
も
ま
た
切
冷
麺
で
あ

る
。不
快
を
も
よ
お
し
た
蔭
凉
軒
主
は
、

そ
の
冷
麺
に
箸
を
も
つ
け
ず
に
思
わ
ず

席
を
立
ち
、「
以
前
の
冷
麺
は
こ
ん
な

も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
、
嘆
い
た
。

以
前
の
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

は
切
断
さ
れ
て
は
い
な

か
っ
た
。
索
麺

そ
う
め
ん

同
様
に
引
き
伸
ば
し
て

作
ら
れ
て
い
た
。
蔭
凉
軒
主
は
、
そ
う

弁
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
切
冷
麺
」
記
述
は
、
意
味
深

長
で
あ
る
。
従
来
の
冷
麺
は
、
切
断
さ
れ

て
は
い
な
か
っ
た
。
引
き
伸
ば
し
て
作

る
油
不
入
索
麺

そ
う
め
ん

で
あ
る
こ
と
を
的
確
に

物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
油
不

入
索
麺
が
切
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
変
化
に
気
付
く
か
否
か
で
あ
る
。

こ
れ
以
降
、
素（
索
）麺
屋
で
は
、
引
き

伸
ば
し
て
作
る
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

が
あ
り
、
切
断
さ

れ
る
冷
麺
も
あ
る
。
こ
れ
ら
呼
び
名
も

地
域
に
よ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る

名
称
で
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
冷
麺

の
実
態
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
い
な

け
れ
ば
、説
明
不
能
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
、こ
の
冷
麺
に
問
題
が
あ
る
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』
中
に
「
温
麺
」
と
い

う
文
字
が
た
び
た
び
現
れ
る
。
先
の

七
月
十
四
日
条
の
切
冷
麺
記
述
中
に

も
、
こ
れ
が
あ
る
。

「
温
麺
五
菓
。
盃
二
返
帰
。」

一
五
四
〇
年
（
天
文
九
）
一
月
七
日
条

「
人
日
。（
中
略
）。
温
麺
、
水
線
、
茶
子
。」

一
五
四
九
年
（
天
文
十
八
）
一
月
二
十
九
日
条

「
於
集
龍
有
酒
。
麩
吸
物
。
次
温
麺
、

豆
腐
羹
、
食
籠
。
種
々
肴
共
之
。」

な
ど
、
多
々
あ
る
。

本
来
、
温
麺
と
は
温
か
く
調
理
し
て

食
す
麺
類
の
総
称
だ
が
、
こ
う
し
た
温

麺
記
録
か
ら
判
断
し
て
、
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

を
温
麺

と
対
照
的
な
冷
た
く
水
洗
い
し
た
麺
と

解
釈
す
る
研
究
書
は
、
本
山
荻
舟
の

『
飲
食
事
典
』
を
始
め
多
数
存
在
す
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
な
間
違
い
で
あ
る
。

次
の
記
述
類
を
読
み
、
考
え
て
み
れ
ば

納
得
す
る
で
あ
ろ
う
。

『
鹿
苑
日
録
』

（
一
五
三
六
年
〈
天
文
五
〉
三
月
五
日
条
）

「
営
温
冷
麺
。
水
繊
。
山
芋
羹
食
籠
。

勧
湯
。」

一
五
三
七
年
（
天
文
六
）
九
月
三
十
日
条

「
酌
、
一
返
了
温
冷
麺
。」

一
五
四
三
年
（
天
文
十
二
）
四
月
三
十
日
条

「
湯
漬
、
吸
物
、
茶
子
。
又
温
冷
麺
、

吸
物
酒
数
辺
。
有
歌
矣
」

『
山
科
家
礼
記
』
の
筆
者
、
大
沢
久
守

も
、
こ
れ
ら
記
録
以
前
に
禅
林
で
い
う

と
こ
ろ
の
温
冷
麺
を
食
し
て
い
る
。

『
山
科
家
礼
記
』

（
一
四
六
八
年
〈
応
仁
二
〉
二
月
二
十
九
日
条
）

「
一
、
昼
ぬ
る
ひ
や
む
き
在
之
」

こ
れ
ら
の
「
温
冷
麺
」
記
述
を
み
て
、

冷
麺

ひ
や
む
ぎ

を
「
冷
た
く
水
洗
い
し
た
麺
」
と

調
理
法
の
名
称
と
判
断
す
る
解
説
者

は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ

寺
方
蕎
麦
…
…
銀
座
長
浦
　
当
主

引
き
伸
ば
し
法
か
ら
切
断
法
へ

麺
類
で
は
じ
ま
る
わ
が
国
の
粉
食
史
（五）

永
禄
年
間
に
定
ま
る
現
代
麺
類



う
か
。「
温
か
く
冷
た
く
し
た
麺
」
と
、

解
説
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
一
頓

挫
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

冷
麺

ひ
や
む
ぎ

と
は
、
了
誉
聖
冏

り
ょ
う
よ
し
ょ
う
げ
い

が
記
述
し
た

よ
う
に
、
独
立
し
た
麺
と
理
解
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
冷
麺
と
は
、
油

不
入
索
麺
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
認
識

を
欠
落
し
て
い
る
と
、
あ
ら
ぬ
麺
類
史

論
が
展
開
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
も
ま

た
江
戸
以
降
の
解
説
者
の
お
ち
い
り
や

す
い
大
き
な
誤
り
の
一
つ
で
あ
る
。

麺
類
製
法
に
変
化
が
現
れ
る
十
五
世

紀
末
、
世
は
ま
さ
に
下
克
上
の
横
溢
す

る
戦
国
の
只
中
で
あ
る
。
山
城
国
で
は

大
規
模
な
一
揆
が
起
こ
り
、
加
賀
の
国

で
は
一
向
一
揆
に
よ
っ
て
守
護
の
富
樫

政
親
は
敗
死
し
、
百
姓
の
統
治
す
る
国

が
生
ま
れ
て
い
る
。
八
代
将
軍
足
利
義

政
は
、
東
山
銀
閣
に
引
き
こ
も
り
、
為

す
す
べ
も
な
く
力
な
く
傍
観
す
る
の
み

で
あ
る
。

こ
う
し
た
混
乱
期
に
麺
類
界
に
も
大

き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。
都
会
を
離

れ
た
山
科
郷
に
、
素
麺
屋
が
現
れ
る
の

で
あ
る
。

『
山
科
家
礼
記
』

（
一
四
六
三
年
〈
寛
正
四
〉
七
月
六
日
条
）

「
一
、
さ
う
め
ん
屋
よ
り
さ
う
め
ん
出

候
、
百
文
計
候
也
」

山
科
家
は
素（
索
）麺
業
者
を
供
御
人

く

ご

に

ん

と
し
て
統
括
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
山
科
家
を
無
視
す
る
よ
う

に
庶
民
の
中
か
ら
、
素
麺
を
製
造
販
売

す
る
素
麺
屋
が
現
れ
て
い
る
。
山
科
家

は
こ
れ
を
黙
視
し
て
い
る
。
た
だ
課
役

（
税
）
と
し
て
の
素
麺
を
受
け
取
る
の

み
で
あ
る
。

京
の
街
で
は
、
山
科
郷
よ
り
も
早
く

多
数
の
素
麺
師
が
現
れ
、
販
売
独
占
権

を
持
つ
中
御
門
家
が
、
彼
ら
の
作
る
素

麺
の
販
売
管
理
を
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
れ
も
統
制
力
を
失
っ
て

い
る
。
朝
廷
権
力
の
代
行
者
で
あ
る
中

御
門
家
に
属
さ
ぬ
一
庶
民
の
自
由
意
志

に
よ
る
独
立
し
た
素
麺
屋
が
、
や
は
り

存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
一
五
三
六
年
〈
天
文
五
〉
十
二
月
二
十
一
日
条
）

『
鹿
苑
日
録
』

「
自
素
麺
屋
麺
節
一
蓋
来
。
為
入
麺

賞
翫
。」

鹿
苑
院
に
素
麺
屋
か
ら
箱
に
入
れ
た

「
素
麺
の
節
」
が
送
り
届
け
ら
れ
て
い

る
。「
節
」
と
は
、
素
麺
を
乾
燥
す
る

際
に
、
竹
に
掛
か
る
曲
が
っ
た
部
分
、

商
品
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
送
ら
れ
た
鹿
苑
院
で
は
、
あ
り
が
た

く
「
入
麺

に
ゅ
う
め
ん

」
に
し
て
賞
玩
し
て
い
る
。

か
つ
て
の
相
国
寺
の
権
勢
か
ら
は
考
え

ら
れ
ぬ
凋
落
ぶ
り
で
あ
る
。

も
は
や
麺
類
の
指
導
権
は
、
禅
林
か

ら
庶
民
・
大
衆
の
手
に
渡
っ
て
い
る
。

麺
屋
は
需
要
者
の
意
向
、
要
望
に
忠
実

に
対
応
し
て
、
は
じ
め
て
存
在
し
う
る

商
人
で
あ
る
。麺
類
史
と
い
う
流
れ
の
、

い
わ
ば
本
流
に
位
置
し
て
流
れ
下
る
存

在
で
あ
る
。
そ
の
麺
屋
が
、
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
変
化
を
み
せ
て
い
る
。
こ

れ
を
高
所
か
ら
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
麺
類
史
と
い
う
流
れ
が
明
瞭
に
見

え
て
く
る
。

素（
索
）麺
屋
が
現
れ
る
。

素
麺
屋
が
切
麺

き
り
む
ぎ

（
切
断
法
の
饂
飩
）

を
売
る
。

切
麺
屋
が
現
れ
る
。

饂
飩

う
ど
ん

屋
が
現
れ
、
蕎
麦
切
も
売
る
。

こ
れ
が
一
四
六
三
年
（
寛
正
四
）
か
ら

一
六
二
二
年
（
元
和
八
）
に
至
る
麺
類
史

の
俯
瞰
図
で
あ
る
。
こ
の
一
六
〇
年
間

の
流
れ
を
一
望
し
得
た
者
の
み
に
、
史

料
に
あ
る
麺
類
記
録
は
精
彩
を
放
っ
て

く
れ
る
。

素
麺
屋
が
現
れ
る
。

『
山
科
家
礼
記
』

（
一
四
六
三
年
〈
寛
正
四
〉
七
月
五
日
条
）

「
一
、
さ
う
め
ん
屋
よ
り
さ
う
め
ん

出
候
、
百
文
計
候
也
」

素
麺
屋
が
切
麺

き
り
む
ぎ

を
作
る
。

『
鹿
苑
日
録
』

（
一
五
三
七
年
〈
天
文
六
〉
七
月
七
日
条
）

「
自
索
麺
屋
切
麺
一
盆
来
。」

切
麺
屋
が
現
れ
る
。

『
言
経
卿
記

と
き
つ
ね
き
ょ
う
き

』

（
一
五
八
八
年
〈
天
正
十
六
〉
六
月
八
日
条
）

「
一
、
キ
リ
ム
キ
ヤ
ヨ
リ
小
児
洩
瀉

云
々
」

山
科
言
経

と
き
つ
ね

は
こ
の
当
時
、
大
坂
石
山

本
願
寺
の
寺
内
町
に
住
み
、
薬
を
売
っ

て
生
計
を
立
て
て
い
る
。
こ
の
大
坂
に

切
麺
屋
が
存
在
し
て
い
る
。

六
年
後
、
京
に
帰
っ
た
言
経
は
、一
五

九
六
年
（
慶
長
元
）
七
月
五
日
条
で

「
一
、
香
ジ
ュ
散
賦
之
衆
、（
中
略
）、

キ
リ
ム
キ
ヤ
云
々
」

と
、
言
経
が
薬
を
配
布
す
る
京
都
の

顧
客
中
に
切
麦
屋
が
い
る
。
そ
し
て
、

饂
飩
屋
が
現
れ
る
。

『
松
屋
会
記
』（
松
屋
久
好
）

（
一
六
二
二
年
〈
元
和
八
〉
十
二
月
四
日
条
）

「
ヒ
ノ
ウ
ト
ン
（
京
都
油
小
路
下
立

売
南
、
日
野
屋
ノ
ウ
ト
ン
）、
又
ソ
ハ

キ
リ

肴
色
々
菓
子
モ
チ
ク
リ
コ

ホ
ウ
　
郡
山
奥
平
金
弥
殿
ヘ
、
右
之

衆
五
人
」

江
戸
幕
府
開
設
早
々
の
元
和
年
間
、

京
都
に
は
饂
飩
屋
が
存
在
し
、
蕎
麦
切

も
売
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
俯
瞰
図
を
一
望
す
る

と
、
麺
屋
は
引
き
伸
ば
し
法
か
ら
切
断

法
へ
、
乾
麺
か
ら
生
麺
へ
と
流
れ
を
変

え
て
い
く
様
子
が
判
る
。

需
要
が
あ
っ
て
供
給
が
お
こ
る
。
こ

れ
が
経
済
原
則
で
あ
る
。
麺
屋
の
流
れ

を
先
導
す
る
の
は
、
も
は
や
誰
で
も
な

い
庶
民
で
あ
り
大
衆
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
不
鮮
明
で
あ
っ
た
個
々
人
の
記
述
変

化
が
明
瞭
に
見
え
て
く
る
。

麺
類
史
の
流
れ
を
見
極
め
る
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で
は
一
五
三
七
年
（
天
文
六
）、
素

麺
屋
が
切
麺
を
始
め
て
い
る
。

こ
の
記
録
の
六
十
年
ほ
ど
前
に
、
山

科
郷
で
は
、
引
き
伸
ば
し
法
か
ら
切
断

法
へ
の
変
化
が
お
こ
っ
て
い
る
。
こ
の

変
化
は
、『
山
科
家
礼
記
』
の
ウ
ド
ン
、

き
り
む
ぎ
、
ひ
や
む
ぎ
記
述
を
並
べ
て

一
覧
す
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
山
科
家
礼
記
』

（
一
四
八
〇
年
〈
文
明
十
二
〉
二
月
十
三
日
条
）

「
一
、
今
夕
三
郎
兵
衛
ウ
ト
ン
ク
レ

候
て
賞
翫
也
。」

同
七
月
七
日
条

「
一
、
略
。
ひ
る
ゆ
を
た
く
、
各
ひ

や
む
き
、
さ
け
、
今
日
三
郎
兵
衛
し

ん
る
い
の
せ
ち
と
て
、
あ
さ
い
ゝ
、
は

ん
け
い
き
り
む
き
、
さ
け
く
れ
候
也
」

こ
の
文
明
十
二
年
の
ウ
ド
ン
・
ひ
や

む
ぎ
・
き
り
む
ぎ
記
録
を
最
後
に
、

『
山
科
家
礼
記
』
か
ら
「
き
り
む
ぎ
」

記
述
が
消
滅
し
、「
ウ
ド
ン
」「
ひ
や
む

ぎ
」
記
述
の
み
と
な
る
。

一
庶
民
の
三
郎
兵
衛
さ
え
七
夕
の
節

会
に
、
気
軽
に
き
り
む
ぎ
を
作
っ
て
い

る
。
太
く
も
細
く
も
自
由
自
在
、
誰
で

も
短
時
間
で
、簡
単
に
生
麺
が
作
れ
る
。

太
く
切
断
し
た
「
き
り
む
ぎ
」
を
従
来

ど
お
り
「
う
ど
ん
」
と
呼
び
、
細
く
切

断
し
た
「
き
り
む
ぎ
」
を
「
ひ
や
む
ぎ
」

と
呼
ん
だ
。
そ
の
結
果
、「
き
り
む
ぎ
」

の
名
称
は
不
要
と
な
る
。
き
り
む
ぎ
記

録
は
消
滅
す
る
の
で
あ
る
。

山
科
郷
ば
か
り
で
は
な
い
。
包
丁
で

切
断
す
る
簡
便
な
「
き
り
む
ぎ
」
製
法
、

つ
ま
り
切
断
法
は
、挽
臼
と
対
と
な
り
、

自
給
自
足
の
農
民
の
食
生
活
に
不
可
欠

な
一
要
素
と
し
て
各
地
に
浸
透
し
て
い

く
の
で
あ
る
。
素
麺
屋
も
こ
れ
に
対
応

せ
ざ
る
を
得
な
い
。乾
麺
の
み
で
な
く
、

簡
便
な
切
断
法
を
取
り
入
れ
、
生
麺

な
ま
め
ん

の

需
要
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

で
は
消
費
の
旺
盛
な
都
市
部
で
は

こ
の
麺
屋
の
変
化
は
、
よ
り
い
っ
そ
う

顕
著
で
あ
り
速
度
も
速
い
。

一
五
八
八
年
（
天
正
十
六
）
六
月
八
日

の
『
言
経
卿
記
』
に
、
京
坂
の
都
市
部

に
「
キ
リ
ム
キ
屋
」
が
現
れ
る
が
、
こ

れ
も
個
人
記
録
か
ら
事
前
に
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

奈
良
・
転
害
郷

て
が
い
ご
う

の
富
商
・
松
屋
家

は
、
塗
師
と
し
て
東
大
寺
若
宮
の
神
人

で
も
あ
る
。
こ
の
松
屋
家
当
主
の
久

政
・
久
好
・
久
重
の
三
代
が
、
一
五
三

三
年
（
天
文
二
）
か
ら
一
六
五
〇
年
（
慶
安
三
）

に
い
た
る
期
間
、
京
坂
地
区
の
豪
商
た

ち
と
の
茶
会
記
を
書
き
つ
づ
け
て
い

る
。『
松
屋
会
記
』
で
あ
る
。

こ
の
『
松
屋
会
記
』
で
は
、「
ヒ
ヤ

ム
ギ
」「
キ
リ
ム
ギ
」
の
併
用
記
録
が

次
の
記
述
で
終
わ
っ
て
い
る
。

一
五
五
九
年
（
永
禄
二
）
四
月
二
日
条

「
中
段
ス
イ
セ
ン
、
貝
蛤
、
肴
ク
リ

後
段
ヒ
ヤ
ム
キ
、
足
打
二
、
引
ソ
ヘ

コ
チ

公
饗

奈
良
ノ
餅
飯
殿
（
モ

チ
ド
ノ
）
源
五
郎
へ
」

同
四
月
二
十
五
日
条

「
後
段
キ
リ
ム
キ
、ス
イ
セ
ン
、マ
セ
テ
」

こ
の
永
禄
二
年
四
月
の
記
述
以
降
、

「
ヒ
ヤ
ム
ギ
」
記
録
は
消
滅
し
、「
キ
リ

ム
ギ
」
と
「
ウ
ド
ン
」
記
録
の
み
と
な
る
。

饂
飩
は
す
で
に
太
く
切
断
さ
れ
る
生

麺
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
乾
麺
の

「
ヒ
ヤ
ム
ギ
」
が
、
細
く
切
断
さ
れ
る
「
キ

リ
ム
ギ
」
と
入
れ
代
る
の
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、「
ヒ
ヤ
ム
ギ
」
の
名
は
消
え
る
。

京
坂
地
区
で
は
、
山
科
郷
と
は
反
対

に
「
ヒ
ヤ
ム
ギ
」
の
名
を
捨
て
て
「
キ

リ
ム
ギ
」
の
名
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

永
禄
二
年
と
い
え
ば
、
翌
三
年
（
一

五
六
〇
）
五
月
十
九
日
に
織
田
信
長
が

今
川
義
元
を
田
楽
狭
間
に
奇
襲
し
、
こ

れ
を
打
ち
破
っ
て
い
る
。
そ
の
一
年
前

の
こ
と
で
あ
る
。

永
禄
年
間
（
一
五
五
八
＿
七
〇
）
か
ら
元
亀

年
間
（
一
五
七
〇
＿
七
三
）
を
経
て
天
正
に
至

る
の
だ
が
、
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
都
市

部
に
お
け
る
こ
の
十
六
年
間
を
引
き
伸

ば
し
法
か
ら
切
断
法
へ
、
乾
麺
か
ら
生

麺
へ
、
素
麺
屋
か
ら
切
麺
屋
へ
と
入
れ

代
る
急
変
期
と
推
察
し
て
い
る
。

一
九
八
七
年
五
月
二
十
日
刊
の
自
著

『
つ
る
つ
る
物
語
』
で
は
、
こ
う
し
た
情

況
を
踏
ま
え
て
、
こ
う
書
き
述
べ
た
。

「
天
正
年
間
に
は
、
つ
る
つ
る
と
食

べ
る
そ
ば
が
、
そ
ば
切
と
よ
ば
れ
て

庶
民
の
間
に
広
ま
っ
て
い
た
」

こ
の
推
察
は
、
五
年
後
の
定
勝
寺
文

書
の
次
な
る
文
書
の
発
見
で
見
事
に
立

証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
定
勝
寺
文
書
・
番
匠
作
事
日
記
』

（
一
五
七
四
年
〈
天
正
二
〉
三
月
十
六
日
条
）

「
作
事
之
振
舞
同
音
信
衆
。
徳
利
一

ツ
、
ソ
ハ
フ
ク
ロ
一
ツ
、
千
淡
内
振

舞
ソ
ハ
キ
リ

金
永
」

こ
の
推
論
の
根
拠
は
、
前
述
の
永
禄

年
間
の
キ
リ
ム
ギ
屋
の
存
在
想
定
で

あ
っ
た
。
京
坂
で
は
こ
れ
が
多
数
存
在

し
、
う
ど
ん
も
そ
ば
も
店
頭
で
打
っ
て

食
べ
さ
せ
る
。
こ
の
様
子
を
見
た
人
々

が
各
地
に
持
ち
帰
る
。
そ
の
よ
う
に
推

察
、
推
論
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
調
査
で
、
こ
の
推
測
も
的

中
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
ペ
ー
ジ

図
、
桃
山
期
の
『
築
城
図
屏
風
』（
名

古
屋
市
立
博
物
館
蔵
）
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
。
キ
リ
ム
ギ
屋
が
客
に
う
ど
ん

を
食
べ
さ
せ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ

う
し
た
麺
屋
が
、
キ
リ
ム
ギ
屋
と
呼
ば

れ
て
、永
禄
年
間
に
は
出
現
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
間
違
い
の
な
い
と

こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
●
で
の
饂
飩
屋
が
現

れ
、
蕎
麦
切
も
販
売
す
る
と
い
う
一
六

二
二
年
（
元
和
八
）
十
二
月
四
日
『
松
屋

会
記
』
の
記
述
は
、
庶
民
が
キ
リ
ム
ギ

屋
の
名
称
を
、
端
的
な
呼
び
方
の
う
ど

麺
屋
に
先
行
す
る
個
々
人
記
録

４
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ん
屋
と
変
え
た
に
過
ぎ
な
い
。
実
質
的

に
は
、
キ
リ
ム
ギ
屋
は
生
麺
を
売
る
傍

ら
で
、
店
頭
で
う
ど
ん
も
そ
ば
も
食
べ

さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

推
定
や
想
像
だ
け
を
述
べ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
事
実

が
あ
る
。

『
言
経
卿
記
』

（
一
五
九
一
年
〈
天
正
十
九
〉
八
月
二
十
二
日
条
）

「
一
、
下
間
大
弐
妻
（
中
略
）、
キ
ウ
ト

ン
一
船
送
給
了
」

言
経

と
き
つ
ね

が
下
間
大
弐
の
妻
か
ら
キ
ウ
ト

ン
一
舟
を
送
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
キ

ウ
ト
ン
一
船
」
と
は
何
か
、
で
あ
る
。

キ
ウ
ト
ン
の
「
キ
」
と
は
「
生
」、

な
ま
う
ど
ん
で
あ
る
。
今
日
、
関
東
の

そ
ば
屋
で
は
、
打
っ
た
そ
ば
を
入
れ
る

木
箱
を
「
船
」
と
呼
ん
で
い
る
。
言
経

は
「
ウ
ド
ン
一
船
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
は
麺
屋
の
み
に
通
じ
る
隠
語
的
な

呼
び
名
で
あ
る
。「
船
」
を
使
う
う
ど

ん
屋
が
天
正
年
間
に
は
存
在
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

永
禄
年
間
か
ら
天
正
に
か
け
て
、
手

打
ち
う
ど
ん
も
そ
ば
切
も
あ
る
。
禅
林

で
い
う
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

も
生
麺
の
手
打
ち
と
な

る
。
し
か
も
、
こ
れ
を
そ
の
場
で
茹ゆ

で

て
食
べ
さ
せ
て
も
い
る
。
こ
れ
が
都
市

部
に
お
け
る
キ
リ
ム
ギ
屋
の
営
業
形
態

で
あ
る
。
乾
麺
を
主
力
商
品
と
す
る
都

市
部
の
素
麺
屋
は
、
こ
の
切
麺
屋
に
圧

倒
さ
れ
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

永
禄
、
元
亀
を
経
て
天
正
に
至
る
期

間
、
織
田
信
長
の
畿
内
制
圧
の
戦
乱
の

さ
な
か
に
、
現
代
が
引
き
継
ぐ
麺
類
製

法
の
す
べ
て
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
六
〇
二
年
（
慶
長
七
）
五
月
八
日
、

徳
川
家
康
は
、
佐
竹
義
宣
を
常
陸
五
四

万
五
千
八
〇
〇
石
か
ら
出
羽
秋
田
二
〇

万
五
千
石
に
転
封
し
て
い
る
。

そ
の
十
年
後
、
佐
竹
藩
家
老
の
梅
津

政
景
の
日
記
で
あ
る
。

『
梅
津
政
景
日
記
』

（
一
六
一
二
年
〈
慶
長
十
七
〉
四
月
十
四
日
条
）

「
味
噌
町
、
け
い
せ
い
町
、
炭
焼
沢

町
、下
川
原
町
や
け
屋
所
知
ら
せ
候
、

（
中
略
）
同
切
麦
や
二
間
、
同
餅
や
一

間
、
同
湯
や
一
間
御
座
候
、
云
々
」

梅
津
政
景
が
火
事
に
よ
る
被
害
届
を

受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
切
麦

屋
が
二
軒
あ
る
。

五
十
万
石
か
ら
二
十
万
石
へ
の
秋
田

領
で
の
財
政
困
窮
は
必
至
で
あ
る
。
佐

竹
義
宣
は
銀
山
、
金
山
発
掘
事
業
に
活

路
を
求
め
た
。
各
地
か
ら
集
め
た
人
夫

た
ち
に
食
わ
せ
る
米
が
不
足
し
て
い

る
。
こ
れ
を
切
麦
屋
の
導
入
で
切
り
抜

け
た
。そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。

火
事
場
と
い
う
範
囲
内
に
二
軒
の
切
麦

屋
が
あ
る
。
こ
こ
ば
か
り
で
な
く
、
他

に
も
ま
だ
切
麦
屋
は
多
数
存
在
し
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。

佐
竹
義
宣
は
、
こ
の
切
麦
屋
か
ら
税

金
を
も
徴
収
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
印
内
銀
山
春
諸
役
運
上
銀
請
取
覚
帳
』

（
一
六
一
三
年
〈
慶
長
十
八
〉
条
）

「
梅
津
主
馬
様麺

類
役

正
月
よ
り
六
月
晦
日
ま
て
、

高
壱
貫
百
五
拾
目
也
、京
之
甚
兵
衛
」

家
老
の
梅
津
政
景
は
、
こ
の
六
月
ま

で
に
分
納
さ
れ
た
麺
類
役
（
税
金
）
の

報
告
書
を
受
け
と
っ
て
い
る
。
そ
の
納

税
責
任
者
名
は
京
之
甚
兵
衛
と
あ
る
。

佐
竹
義
宣
は
移
封
に
さ
い
し
、
京
都
か

ら
麺
屋
の
甚
兵
衛
を
連
れ
て
い
っ
た
。

京
坂
地
区
で
う
ど
ん
屋
と
呼
び
か
え
ら

れ
る
前
で
あ
る
。
彼
に
京
坂
地
区
の
多

数
の
切
麦
屋
、
素
麺
屋
を
呼
び
寄
せ
移
植

さ
せ
、
そ
の
管
理
を
任
せ
た
の
で
あ
る
。

佐
竹
氏
は
、
新
羅
三
郎
義
光
の
流
を

く
む
鎌
倉
時
代
か
ら
の
伝
統
あ
る
武
家

で
あ
る
。
秋
田
久
保
田
城
に
お
け
る
元

日
の
祝
膳
に
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
。

『
梅
津
政
景
日
記
』

（
一
六
二
一
年
〈
元
和
七
〉
一
月
一
日
条
）

「
御
城
ニ
テ
御
祝
之
事
、
昆
布
、
梅

干
と
山
椒
三
方
ニ
テ
御
膳
ニ
す
わ

り
、
御
茶
被
召
上
、
其
後
餅
之
御
膳

七
ツ
、
御
飯
御
力
飯
、
御
め
ん
を
被

召
上
、
云
々
」

江
戸
在
府
の
元
日
の
祝
膳
に
も
「
め

ん
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。

一
六
二
二
年
（
元
和
八
）
一
月
一
日
条

「
一
、
朝
、
御
祝
餅
、
御
飯
、
め
ん

す
、
御
力
飯
過
て
御
召
出
有
、
云
々
」

麺
を
「
め
ん
す
」
と
書
い
て
い
る
。

元
日
の
祝
膳
に
必
ず
麺
が
添
え
ら
れ

て
い
る
、
こ
の
風
習
は
平
安
朝
か
ら
の

公
家
の
風
習
で
あ
る
。
こ
れ
を
佐
竹
氏

は
受
け
継
い
で
い
る
。
歴
史
の
あ
る
島

津
氏
も
元
日
蕎
麦
、
武
田
氏
も
元
日
蕎

京
之
甚
兵
衛
が
持
ち
込
む
稲
庭
う
ど
ん

『築城図屏風』 桃山時代、城の普請に沸き立つ城下町の様子。絵の中央右には、仮設の屋台で朱塗りの椀類を前に置き、職人が麺を捏ねている
その脇で、客人らしい人物が食している様子が見て取れる（名古屋市博物館所蔵）



麦
と
し
て
こ
の
風
習
を
残
し
て
い
る
。

政
景
は
麺
類
に
精
通
し
て
い
る
。
米
の

取
れ
ぬ
領
内
に
集
ま
る
銀
山
発
掘
人
夫

の
食
事
を
、
こ
の
切
麦
屋
の
作
る
う
ど

ん
で
賄
う
こ
と
に
着
目
し
て
い
た
。
そ

う
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
京
坂
地

区
で
は
素
麺
屋
の
作
る
う
ど
ん
と
、
切

麺
屋
の
作
る
う
ど
ん
の
混
在
期
で
あ

る
。
麺
屋
の
「
京
之
甚
兵
衛
」
が
連
れ

て
き
た
中
に
、
引
き
伸
ば
し
法
を
得
意

と
す
る
素
麺
屋
も
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う

し
、
京
之
甚
兵
衛
自
身
が
引
き
伸
ば
し

法
に
よ
る
う
ど
ん
製
法
を
行
っ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
。
か
れ
ら
が
今
日
の
稲

庭
う
ど
ん
を
残
し
た
人
々
な
の
で
あ
る
。

「
キ
リ
ム
ギ
ヤ
」
の
麺
類
は
、
す
べ
て

切
断
さ
れ
る
麺
で
あ
る
。
生
麺
で
売
っ

た
り
、
店
頭
で
食
べ
さ
せ
も
す
る
。
複

雑
さ
を
見
せ
る
の
が
引
き
伸
ば
し
屋
の

素
麺
屋
で
あ
る
。
山
科
言
経

と
き
つ
ね

が
大
坂
西

成
（
現
在
の
北
区
）
の
中
島
に
移
住
し

て
い
た
時
期
の
日
記
に
、「
キ
サ
ウ
メ

ン
」
が
出
て
く
る
。

『
言
経
卿
記
』

（
一
五
八
九
年
〈
天
正
十
七
〉
九
月
九
日
条
）

「
西
御
坊
之
内
ヤ
ト
リ
木
生
索
麺
一

盆
持
来
了
」

一
五
九
〇
年
〈
天
正
十
八
〉
五
月
七
日
条

「
小
大
夫
ヨ
リ
双
瓶
、
キ
サ
ウ
メ
ン

送
了
」

そ
し
て
一
五
九
一
年
（
天
正
十
九
）
、

言
経
は
六
年
ぶ
り
に
京
都
に
帰
る
。
京

都
で
の
記
述
に
も
、
こ
の
生
索
麺
が
で

て
く
る
。

一
五
九
三
年
（
文
禄
二
）
七
月
二
十
日
条

「
中
務
ヨ
リ
キ
サ
ウ
メ
ン
五
把
送
給
了
」

一
六
〇
五
年
（
慶
長
十
）
八
月
二
九
日
条

「
昨
夕
、
北
向
ヨ
リ
キ
サ
ウ
メ
ン
、

柿
被
遣
之
」

一
五
九
一
年
、
言
経
の
い
う
キ
ウ
ド

ン
は
ナ
マ
ウ
ド
ン
で
あ
っ
た
。し
か
し
、

こ
の
「
キ
サ
ウ
メ
ン
」
と
は
何
か
、
で

あ
る
。

こ
れ
ら
記
述
を
よ
く
見
る
と
「
生
索

麺
一
盆
」
と
あ
り
、「
キ
サ
ウ
メ
ン
五
把
」

と
あ
る
。
盆
に
乗
っ
た
「
生
索
麺
」
は

「
ナ
マ
」
麺
で
あ
る
。
五
把
と
記
述
さ

れ
る
「
キ
ソ
ウ
メ
ン
」
は
乾
麺
で
あ
る
。

ナ
マ
で
も
乾
で
も
食
用
で
き
る
索
麺

と
い
え
ば
、
油
不
入
索
麺
し
か
な
い
。

山
科
言
経

と
き
つ
ね

は
、
こ
の
「
キ
」
を
「
純
粋
」

「
混
じ
り
け
の
な
い
」
素
麺
と
い
う
意

味
で
使
っ
た
。
い
や
、
言
経
が
い
う
の

で
は
な
い
、
京
坂
地
区
の
素
麺
屋
が
油

入
り
と
油
不
入
の
両
素
麺
を
区
別
す
る

た
め
に
、
油
不
入
麺
に
「
キ
」
を
つ
け

て
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
素
麺
が
切
断
さ
れ
て
い
る
。

『
言
経
卿
記
』

（
一
六
〇
六
年
〈
慶
長
十
一
〉
五
月
十
二
日
条
）

「
一
、
長
橋
殿
ヨ
リ
サ
ウ
メ
ン
キ

リ
・
双
瓶
被
給
了
」

油
混
入
索
麺
を
切
断
し
て
乾
燥
せ
ず

に
生
で
食
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
素
麺

屋
の
い
う
「
キ
サ
ウ
メ
ン
」
は
、
禅
林

で
い
う
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

、
油
不
入
索
麺
の
こ
と
な

の
で
あ
る
。

『
隔
●
記

か
く
め
い
き

』（
鳳
林
承
章
）

（
一
六
六
一
年
〈
寛
文
元
〉
七
月
三
十
日
条
）

「
入
暮
、
彦
西
堂
来
訊
、
油
不
入
之

素
麺
相
伴
、
点
濃
茶
也
。」

こ
の
記
述
に
は
驚
い
た
。
か
つ
て
自

著
『
つ
る
つ
る
物
語
』
で
は
、
索
麺
に

二
種
類
が
あ
り
、
そ
の
二
麺
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
、
便
宜
上
、

油
混
入
索
麺
、
油
不
入
索
麺
と
区
別
し

た
。
鳳
林
承
章
は
、
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

が
油
不
入
素

麺
で
あ
る
こ
と
を
ず
ば
り
と
記
述
し
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
が
ま
さ
し
く
引
き
伸
ば
し
法
に

よ
る
禅
林
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

」、

素
麺
師
の
い
う
「
フ
ト
サ
ウ
メ
ン
」、

言
経

と
き
つ
ね

の
記
述
す
る
「
キ
サ
ウ
メ
ン
」
な

の
で
あ
る
。

キ
リ
ム
ギ
屋
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も

素
麺
屋
は
油
不
入
素
麺
を
作
り
続
け
て

い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

『
隔
●
記
』

（
一
六
四
六
年
〈
正
保
三
〉
二
月
二
二
日
条
）

「
斎
了
、（
中
略
）、
共
入
浴
之
後
、
干

温
飩
共
喫
之
者
也
。」

と
、
温
飩

う
ど
ん

を
乾
麺
に
も
し
て
い
る
。

素
麺
屋
が
油
不
入
索
麺
を
作
り
、
干

温
飩
も
作
り
、
営
業
努
力
を
し
て
い
る

の
だ
が
、
時
代
の
趨
勢
は
切
断
法
に
よ

る
生
麺
に
流
れ
て
い
る
。

都
市
部
の
キ
リ
ム
ギ
屋
は
、
生
麺
を

売
る
よ
り
も
店
内
で
こ
れ
を
食
べ
さ
せ

る
こ
と
が
主
力
と
な
っ
て
い
く
。
庶
民

の
人
気
は
う
ど
ん
で
あ
る
。
キ
リ
ム
ギ

屋
か
ら
う
ど
ん
屋
と
呼
び
か
え
ら
れ
る

の
も
必
然
的
な
結
果
な
の
で
あ
る
。

永
禄
、
天
正
年
間
に
曲
が
り
な
り
に

も
製
麺
法
が
定
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
そ

の
矢
先
に
、
突
然
「
う
ん
ど
ん
」
な
る

も
の
が
現
れ
る
。

江
戸
期
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、

こ
れ
ほ
ど
麺
類
解
説
者
を
悩
ま
し
つ
づ

け
て
い
る
食
物
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
こ

の
「
う
ん
ど
ん
」
を
説
明
し
き
っ
た
研

究
者
は
お
ら
れ
な
い
。

今
回
は
、
こ
の
「
う
ん
ど
ん
」
と
は
何

か
を
正
確
明
瞭
に
解
説
し
て
み
た
い
。

『
鹿
苑
日
録

ろ
く
お
ん
に
ち
ろ
く

』

（
一
五
四
三
年
〈
天
文
十
二
〉
十
月
二
十
七
日
条
）

「
温
飩
於
行
者
寮
喫
之
。」

行
者
寮
で
「
温
飩

う
ん
ど
ん

」
を
食
し
た
と
相

国
寺
鹿
苑
院
主
・
景
徐
周
麟

け
い
じ
ょ
し
ゅ
う
り
ん

は
、
そ

の
日
記
『
日
用
三
昧
』
に
書
い
て
い
る
。

こ
れ
が
「
温
飩
」
の
初
見
記
録
で
あ
る
。

景
徐
周
麟
は
、
こ
の
年
の
九
月
二
十

五
日
に
「
饂
飩

う
ど
ん

」
と
正
字
を
書
き
な
が

ら
十
月
五
日
に
は
「
烏
飩

う
ど
ん

」
と
書
き
誤
っ

て
い
る
。
十
月
二
十
七
日
の
こ
の
「
温

雲
呑
・
う
ん
ど
ん(

温
飩)

あ
ら
わ
る

複
雑
化
す
る
油
不
入
素
麺



飩
」
も
誤
字
と
み
て
見
逃
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、『
鹿
苑
日
録
・
有
節
瑞
保

日
次
記
』
の
一
五
九
一
年
（
天
正
十
九
）
八

月
二
十
七
日
条
に

「
非
時
後
会
。
ウ
ン
ト
ン

酒
数
行
」

と
、
あ
る
。

こ
の
記
述
を
見
て
あ
わ
て
た
。
こ
れ

が
問
題
の
「
温
飩

う
ん
ど
ん

」
と
気
付
い
た
か
ら

で
あ
る
。

『
鹿
苑
日
録
』
の
「
温
飩
」
記
述
は
、

天
文
の
初
見
記
録
以
降
、
天
正
、
文
禄

と
つ
づ
く
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
が
わ

か
ら
な
い
。
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
＿
一
六
一
五
）

に
入
る
と
、
さ
ら
に
こ
の
温
飩
記
述
は

お
び
た
だ
し
く
な
る
。

秀
吉
死
後
、
家
康
の
外
交
顧
問
を
つ

と
め
る
相
国
寺
住
持
・
鹿
苑
院
主
の

西
笑
承
兌

さ
い
し
ょ
う
し
ょ
う
た
いが

、
こ
の
「
温
飩

う
ん
ど
ん

」
の
正

体
を
明
か
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

『
鹿
苑
日
録
』

（
一
五
九
七
年
〈
慶
長
二
〉
三
月
二
七
日
条
）

「
午
時
饂
飩
」

と
、
ま
ず
饂
飩

う
ど
ん

を
食
し
て
い
る
。
こ

の
二
日
後
の
三
月
二
九
日

「
津
八
兵
衛
亦
来
。
先
温
飩
、
小
漬
。」

と
、
温
飩

う
ん
ど
ん

を
食
し
て
い
る
。

西
笑
承
兌
の
誤
字
で
な
い
こ
と
は
明

瞭
で
あ
る
。
そ
の
西
笑
承
兌
が
温
飩
を

食
べ
る
様
子
を
記
述
し
て
い
る
。

『
鹿
苑
日
録
』

（
一
六
〇
一
年
〈
慶
長
六
〉
三
月
二
十
日
条
）

「
蔭
涼
軒
会
席
巳
刻
。
先
温
飩
。
妙

味
不
淺
。
人
々
或
ハ
六
ヶ
或
ハ
七
ヶ

受
用
。
温
飩
之
口
吸
物
　
根
若
。
酒

五
返
。
菓
子
円
柿
栢
。
茶
別
儀
。

各
々
吸
之
。
云
々
」

蔭
凉
軒
で
会
席
が
あ
り
、
ま
ず
温
飩

う
ん
ど
ん

が
出
さ
れ
る
。
西
笑
承
兌
は
、
妙
味
浅

か
ら
ず
と
感
心
し
、
皆
「
六
ヶ
」
あ
る

い
は
「
七
ヶ
」
を
椀
に
受
け
て
賞
味
し

て
い
る
。
こ
れ
が
「
温
飩
」
の
正
体
で

あ
る
。
饂
飩

う
ど
ん

で
は
な
い
。「
ワ
ン
タ
ン
」

な
の
で
あ
る
。

麺
類
を
導
入
し
た
南
宋
時
代
、
華
北

で
●
飩

こ
ん
と
ん

と
よ
ば
れ
る
も
の
が
、
華
南
に

入
る
と
ワ
ン
タ
ン
と
よ
び
か
え
ら
れ
、

そ
の
文
字
を
「
雲
呑
」
と
書
い
た
。
ル

ビ
が
な
け
れ
ば
、
読
者
は
こ
れ
を
な
ん

と
読
む
か
。
多
分
「
ウ
ン
ド
ン
」
で
あ

ろ
う
。「
温
飩
」
で
あ
る
。
禅
僧
ら
し

い
機
知
に
富
ん
だ
創
作
文
字
な
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
が
困
っ
た
こ
と
に
、
こ
の

「
温
飩

う
ん
ど
ん

」
が
、「
饂
飩

う
ど
ん

」
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
饂
飩
」
の
文
字
も
禅
僧

の
創
作
文
字
で
あ
る
。
庶
民
に
書
け
る

文
字
で
は
な
い
。
こ
れ
が
ど
う
伝
わ
っ

た
の
か
「
饂
飩
」
を
「
温
飩
」
と
書
き
、

「
う
ん
ど
ん
」
と
庶
民
は
読
ん
だ
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
、
ま
さ
に
い
う
と
こ
ろ

の
誤
伝
な
の
で
あ
る
。

江
戸
期
の
浮
世
絵
に
、「
う
ん
ど
ん
」

と
行
灯
に
書
き
、
商
売
す
る
姿
を
描
い

た
も
の
が
多
々
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
誤
伝
は
江
戸
以
降
と
考
え

が
ち
で
あ
る
が
そ
れ
は
違
う
。
江
戸
開

府
以
前
の
文
禄
慶
長
年
間
に
す
で
に
こ

の
誤
伝
は
お
こ
っ
て
い
る
。

一
六
〇
三
年
（
慶
長
八
）
に
長
崎
で
発

刊
さ
れ
た
『
日
葡
辞
書

に
っ
ぽ
じ
し
ょ

』
に
、

V
don

ウ
ド
ン

V
ndon

ウ
ン
ド
ン

と
「
ウ
ド
ン
」
と
「
ウ
ン
ド
ン
」
が

と
も
に
こ
の
辞
書
に
あ
る
。
江
戸
開
府

以
前
に
ウ
ン
ド
ン
の
呼
び
名
は
通
用
し

て
お
り
、
幕
末
に
至
る
も
こ
の
呼
び
名

と
文
字
は
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
呼
び
名
の
間
違
い
を
指
摘
し
た

の
が
元
禄
期
の
故
実
家
・
伊
勢
貞
丈
で

あ
る
。

『
條
々
聞
書
貞
丈
抄
』

一
七
六
六
年
（
明
和
三
年
）、

「
●
飩
を
一
本
に
温
飩
と
あ
り
、
こ

ん
と
ん
の
一
名
う
ん
ど
ん
と
云
也
。

（
中
略
）。
今
時
小
麦
の
粉
を
ね
り
う

す
く
の
し
て
細
く
切
り
、
湯
煮
し
た

る
を
、
う
ん
ど
ん
と
云
は
、
と
な
へ

あ
や
ま
り
な
り
。
そ
れ
は
き
り
む
ぎ

と
い
ひ
し
物
也
。
麺
類
な
り
。」

こ
の
「
一
本
」
と
は
、
元
和
年
間

（
一
六
一
五
＿
二
三
）
に
発
刊
さ
れ
た
『
書

言
字
考
節
用
集
』
を
指
し
て
い
る
。
こ

こ
に
は
、

「
●
飩
　
温
飩
ウ
ン
ド
ン
和
俗
所
用
」

と
あ
る
。

こ
れ
を
論
拠
に
し
て
、「
う
ん
ど
ん
」

と
い
う
も
の
は
「
●
飩

こ
ん
と
ん

」（
ワ
ン
タ
ン
）

で
あ
る
。
庶
民
大
衆
が
「
き
り
む
ぎ
」

を
「
う
ん
ど
ん
」
と
い
う
の
は
間
違
い

で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
貞
丈
の
解
説
文
を
間
違
い
と
す

る
現
代
の
研
究
者
が
ま
ま
お
ら
れ
る
。

し
か
し
伊
勢
貞
丈
の
解
説
に
は
何
ら
の

誤
り
も
な
い
。
正
し
い
の
で
あ
る
。
惜

し
む
ら
く
は
「
き
り
む
ぎ
」
と
し
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
太
く
切
断
す

る
う
ど
ん
も
、細
く
切
断
す
る
冷
麦

ひ
や
む
ぎ

も
、

と
も
に
き
り
む
ぎ
で
は
あ
る
が
、太
い
、

細
い
の
違
い
が
あ
る
。
こ
の
解
説
文
の

最
後
を
「
そ
れ
は
う
ど
ん
と
い
ひ
し
物

也
。
麺
類
也
」
と
、
締
め
く
く
れ
ば
完

璧
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
非
難
さ
れ
続
け
た
伊
勢

貞
丈
が
、
こ
れ
を
聴
け
ば
、
肩
を
た
た

い
て
喜
ん
で
く
れ
る
の
は
間
違
い
の
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

約
束
の
ペ
ー
ジ
を
使
い
切
っ
て
し
ま

い
、
饅
頭
、
蕎
麦
切
を
書
き
残
し
て
し

ま
っ
た
が
、
さ
ら
な
る
調
査
と
検
証
を

重
ね
て
い
く
。
今
回
の
『
麺
類
で
は
じ

ま
る
わ
が
国
の
粉
食
史
』
は
こ
こ
で
締

め
く
く
る
こ
と
に
し
た
。

※
資
料
引
用
文
中
の
太
文
字
は
引
用
者
の
指
示

に
よ
る
も
の
で
、参
考
文
献
の
原
文
に
は
な
い
。




